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神
陛
て

入
学
式

人

計
３９
人
。
４
月
９
日
に
４
小
学
校

普
段
活
発
な
チ
ピ
ッ
子
も
　
こ
の

式

　
が

■小
学
校
に
入
学
で
き
て
　
う
れ

学

　
し
ぃ
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
と
き
に

以
　郵年」ネ動申卑伏投験準れと準。

塚
　
　
こ
れ
か
ら
は
、
お
父
さ
ん
　
お
母

偉
　
嘩“一助牲助待肺碓限車銀ポ帥

（宮
崎
市
　
国
富
小
）

（東
郷
町
　
東
郷
小
）

緒
方
安
治
教
頭

（
日
向
市
　
大
工
谷
小
）

（北
郷
町
　
北
郷
小
）

常
盤
救
雄
教
頂

（部
城
市
　
高
小
〉

（宮
崎
市
　
大
宮
小
）

永
田
　
優
教
輸

（都
批
市
　
沖
水
小
）

福
鳥
純
好
教
飾

（宮
崎
市
　
住
吉
中
）

（日
南
市
　
鉄
肥
中
）

〈
）
は
転
入
前

（宮
崎
市
　
江
南
小
）

荒
谷
小
学
校
に

（え
び
の
市
　
上
江
小
）

ム
高
岡
町
　
高
岡
小
）

黒
木
魅
夫
故
頭

（Ｂ
向
市
　
財
光
寺
市
小
）

（廷
岡
市
　
方
財
小
）

武
生
真

一
部
教
揃

〈木
城
町

【
木
域
小
Ｙ

諸
塚
中
学
技
に

安
岡
幹
郎
教
輸

（宮
崎
市
　
本
郎
中
）

（小
ホ
市
　
永
久
０
中
）

役
将
職
Ａ
　
　
　
４
月
１
日
付

〈
移
動
〉
　
　

　

（
）
は
前
任
離

産
業
課
農
林
業
経
営
改
善
担
当

松

永
Ｒ
英

（建
設
離
〉

山
本
証
券

〈県
庁
派
遣
）

中
央
順
子

（総
務
謀
）

坂
本
保
子

（家
代
保
育
所
）

総
務
課
庶
務
係

黒
木
由
美
子

（新
規
採
用
）

塚
原
児
童
館
川
畑
幸
代

（驚
塚
幼
稚
園
〉

嘉
塚
保
育
所
岩
本
け
ど
よ
（塚
原
児
童
館
）

諸
塚
幼
稚
田
稲
岡
和
美

（箔
塚
保
青
所
）

話
塚
保
育
所
早
川
害
代
子
（古
原
保
青
所
）

松
本
政
子
〈諸
壊
保
育
所
）

甲
斐
久
美
子

〈話
塚
中
）

家
代
保
育
所
鍋
島
淳
子

（新
規
採
用
）

黒
木
久
子

（諸
塚
小
）

黒
木
千
恵
実

（驚
塚
中
）

惑
塚
小
学
校
給
食
婦

中
央
束
美
子

（諸
塚
中
》

諸
塚
中
学
校
給
食
姉

伊
藤
空
子

（新
規
無
用
）

諸
塚
病
院
希
確
婦

甲
安
統
子

（新
規
採
用
）

〈
退
租
〉
尾
形
就
子

（収
入
役
室
）

松
村
悦
子

（総
務
課
）

甲
空
実
女
子

（諸
塚
小
）

４
日
　
本
材
共
販
（流
通
モ
ン
タ
ー
）

３
日
　
学
校
定
期
控
診

（諸
中
）

目
集
田
検
務

〈小
原
井
）

目
集
日
校
診
（中
央
公
民
館
）

（
―
工
日
）

学
校
定
期
健
珍
（諸
小
　
諸
幼
）

１０
日
　
　
　
″
　

（荒
小
）

（七
小
　
立
小
）

△
斉
　

　

　

　

　

（宮
崎
）

‐４
日
　
子
仔
生
産
横
室

（
～
１６
〓
）

‐５
日
　
本
材
共
販
（流
通
セ
ン
タ
ー
）

２‐
Ｂ
　
稚
言
入
札

（
‐
２４
宮
）

巡
回
診
療

（セ
ツ
山
）

２３
日
　
巡
回
診
療

（申
川
）

県
推
輩
品
評
全

〈
～
２５
日
）

紙
血

（小
原
井
）

２５
日
　
本
材
夫
販
（流
通
セ
ン
タ
ー
）

献
血

（中
央
公
民
館
）

２６
日
　
県
民
体
育
大
会

（
～
２７
日
）

２８
日
　
狂
大
病
と
射

（１
３０
日
）

２９
日
　
国
民
年
金
逆
合
全
総
会

会

（
～
３０
日
）出納「申〕時時岐」”野

新 入 学 児 童 故
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加
工
さ
れ
る
小
こ
本
の
樹
駈
は

村

民

の
念

販

で

あ

っ
た

小

在

木

加

４

月

セ

日

　

そ

の
竣

成

式

が

お

こ

な

式

に

は

村

内

外

か

ら

関

係

者

二

七

式

典

　

そ

の
後

テ

ー

ブ

カ

ッ
ト

　

森

に

期

待

の

こ

め

ら
れ

た

技

成

式

と

な

ま
す
。
度
を
む
か
れ
た
小
径
本
は
　
事
務
所

村

民

の
せ

さ

ん

の

工

場

建

設

に

努

力
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予 のゆ < え 昭和59年 度‐般会計当初予算
2 1 0 4 5 , 0 0 0 千 円特別会計予算

(単位 千円)

算
(単位 千円)

審
の
犬
登
録
狂
犬
病
注
射
５
月
２８

・
２９

，
３０
日
で
す
。
　

飼
犬
は
必
ず
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

鋒
ギ
翻
オ
ニ
ヰ

る
ほ
ど
　
つ
な
が
，
の
深
い
言
業
で
　
　
た
車
か
ら
し
て
も
　
社
皿
出
来
る
事

「
抵
靭
お
ろ
し
」
と
い
う
言
葉
３
　
　
　
日
付
朝
日
新
間
に
見
る
と
お
り
　
松

深
い
関
担
を
持

っ
て
い
る
事
が
忘
れ
　
　
浦
食
瓶
庁
侵
官
の

「米
の
需
給
は
安

こ
れ
は
　
最
近
の
稲
作
技
術
の
変

　

始
ま
り
　
十

一
月
～
二
月
期
に
お
け

車
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
　
　
る
米
需
要
の
増
加
　
二
～
六
月
期
の

古
く
か
ら
の
伝
承
に
も
と
づ
い
て
　
　
　
い
た
五
二
年
産

「
超
古
米
」
の
業
務

事
柄
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
を
ど
　
需
給
ひ
っ
遭
が
さ
　
や
か
れ

も
知
れ
ま
せ
ん
が
　
国
究
と
し
て
の
　
　
た
　
現
査
収
入
に
結
び
つ
け
る
事
を

を
基
底
と
し
た
上
で
　
主
資
た
る
米
　
　
　
最
近
の
柿
作
は
　
肥
料
づ
け
裏
づ

の
増
と
に
力
を
と
が
な
け
れ
ば
な
り
　
　
け
の
社
培
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
せ
る
情
報
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
た
。　
　
よ
る
上
壊
培
養
が
疎
か
に
〓
れ
て
い

ニ
ュ
ー
ス
に
取
り
あ
げ
　
農
林
水
産

　

対
す
る
低
抗
性
の
減
退
が
原
因
で
あ

省
の
発
表
と
し
て
　

「
五
九
米
穀
年
　
　
，
　
尚
又
稚
古
移
植
に
よ
る
本
田
期

が
各
地
で
取
沙
氷
吾
れ
て
い
る
事
を

　

事
か
ら
　
少
し
で
も
多
く
の
緑
肥
や

要

（買
だ
あ
）
発
生
傾
向
え
の
商
止
　
　
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

昭
和
五
人
年
度
の
稲
の
作
況
指
数
　
　
（
四
月
１
九
月
）
予
報
は
次
の
と
お

の
不
作
と
な
り
ま
し
た
。
　

こ
の
不
　
　
　
「喜

（四
月
～
二
月
）
は
噴
か
な

作
の
や
に
あ

っ
て
　
政
府
は
七
二
〇

　

暗
れ
の
目
が
多
く
　
四
月
に
は
内
陸

方
ト
ン
の
検
出
米
集
荷
を
＝
画
し
て
　
　
一耶
で
晩
痛

の
恐
れ
が
あ
る
。
梅
雨
は

い
ま
し
た
が
　
出
荷
状
況
か
ら
し
て
　
　
入
り
　
明
け
共
に
平
年
並
か
や
　
遅

ｔ
Ｏ
Ｏ
万
ト
ン
を
下
回
る
予
測
に
を
　
　
く
　
れ
雨
前
線

の
活
動
は
活
発
で

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
　

こ
の
様
に

　

雨

量
は
平
年
並
な
が
ら
　
粧
問
後

の
不
作
で
あ

っ
た
と
の
礼
測
も
さ
れ
　
　
明
け
後
は
平
年
並
に
暑
く
な
る
が

て
も
　
捜
協
楽
荷
後
に
再
度
の
会
り
　
　
秋
の
訪
れ
は
早

い
。
　

台
風
の
発
生

米
山
価
を
呼
び
か
け
た
事
実
に
加

え
　
　
は
平
年
並

（
二
七
個
）
か
や

ヽ
多
く

点
を
集
約
す
る
と
　
陽
性
型
の
梅
雨

が
予
想
さ
れ
ま
す
し
　
陽
性
型
の
続

を

い
水
国
で
の
大
不
足
や
　
様
付
遅

水
利
条
件
と
考
慮
し
て
　
二
段
構
え

の
苗

の
確
保
対
策
を
考

て
る
必
要
が

あ
た
る
事
か
ら
　
不
稔
の
増
加
や
穂

の
で
　
租
肥
の
施
用
童
や
質
に
注
意

配
，
　

一
位
で
も
多
く
の
工
資
の
雄

一三
自
雰
詠
首
ズ
兼
題
・
象
）
諸
塚
短
歌
会

フ
ェ
ー
ン
現
象

の
前
触
れ
な
る
か
夕
よ
り
気
温
上
り
て
暖
か
き
風

や
う
や
く
に
気
温
上
れ
ば
冬
枯
れ
の
乏
し
含
庭
に
枚
垂
打
咲
く

雪
山
を
道
は
れ
し
牲
ら
種
求
め
生
命
重
た
く
曳
き
て
群
ゆ
く

白
粒

の
匂
ふ
部
屋
に
て
し
ん
し
ん
と
大
雪
報
づ
る
テ
レ
ビ
に
見
入
る

風
都
に
臥
す
わ
れ
に
熱
き
茶
と
ぎ
く
る
る
夫
の
仕
業
に
倖
せ
也
き
ぬ

橋
　
日
　
録
　
司

生
き
恥
を
重
ね
し
戦
後
四
十
年
白
髪
を
増
や
し
上
事
ね
ば
な
ら
ぬ

山
々
は
鉢
お
雪
の
姿
し
て
木
の
力
お
と
し
の
雨
白
く
昨
ち

晦締如相家々い剛町報脚初咽雑却的
・の団れば軸なル
ヘ‐こ柳ｍ陥　！

◎
対
題
　
工
月
古
　
六
月
曇
、
詠
車
怖
切
毎
月
十
日
塚
原
祈
日
録
司
先
送
付

ズ
村民 1人 当り

櫂

車鞠【妊い中帥一一

る
。
」　
　
　
　
　
　
　
　
■
■

こ
の
予
報
の
う

”
ｉ

ち

「梅
雨
の
入
り

，■
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標
旨
愚
冊
ぼ
冊
◎

「受
動
喫
煙

（パ
ッ
シ
ズ
ス
モ
ー
キ
ン
グ
）
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
」

寵

鰹
塚
原

早

川

辰

美

鶴
鶴
醸
騨

木

下

正

己

騒

盤

馨

家
代

本

国

利

治

陽
春
の
候
　
皆
様
方
に
は
益
々
抑

健
勝
に
お
精
励
の
事
と
存
し
ま
す
。

，
　
在
城
中
大
過
な
く
助
め
る
事
が

出
来
ま
し
た
事
を
深
く
感
謝
す
る
と

の
率
ｔ
　
継
合
の
発
展
を
願

い
職
貢

の
御
要
望
に
応
え
な
く
今
日
に
至
り

ま
し
た
事
を
心
音
し
く
ｆ
し
て
い
ま

工
林
率
八
四
％
こ
れ
に
つ
い
で
造
林

望
で
あ

っ
た
小
低
木
加
工
工
場
も

プ
ラ
イ
ド
を
持

っ
て
退
職
で
き
た
事

げ
ま
す
と
共
に
　
皆
様
の
益
々
の
御

＝
納
税
証
明
善
等

の
手
数
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
――
＝

国
税
の
納
机
証
明
彗
　
所
や
証
明

く

て

も

夫

が

喫

煙

し

て

い
る

場

合

に
　

　

る

工

業

航

計

詞

室

（
十

二

月

二

一
日

妻

に

く

ら

べ

て

　

肺

が

ん

の

死

亡

率

　

広

報

用

ポ

ス

タ

ー

を

広

く

一
般

（
小

る

場

合

の
肺

が

ん

死

亡

率

が

最

も

高

　

　

工

業

統

計

調

査

に

対

す

る

現

解

を

津

く

を

っ
て

い
ま

し

た

　

（
図

②

）

こ
　

　

め

　

そ

の
協

力

が

各

ら

れ

る
内

容

の

こ

と

を

示

唆

し

て

い
ま

す

　

　

　

　

　

　

働

　

用

紙

の

大

き

さ

組

５９

ｃｍ
　

積

４２

特
に
　
感
受
性
の
高
い
新
生
児
　
幼

場
合
に
は
生
後

一
年
以
内
に
肺
炎
で

入
院
す
る
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

の
関
係
を
調
べ
て
い
ま
す
　
（図
①
）

そ
の
結
果
　
気
管
支
ぜ
ん
息
の
率
は

は
　

「住
所
　
氏
名
　
刺
業

（学

生
の
場
合
は
学
校
名
）
し
を
必
す

印
　
使
用
す
る
こ
４
色
以
内

（自
色

の
　
図
案
に
入
れ
る
文
字

口
　
写
真
は
使
用
し
な
い
も
の
と
す

の
授
初
の
句
で
　
暮
の
初

の
快
い
ね

一］和中『如，『中れや”帥抑”

掌蓑

‐
工
業
覗
計
調
査
の
ポ
ス
タ
ー
公
募
一〓橋

幅
な
数
睾

（通
南
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
イ
ベ・ッ

切
　
一

表

彰

表
彰
さ
れ
ま
し
た
い

エ
リ
　
卒
先
し
て
近
＝
事
業
の
靴

中嘩却姫”『舜筆り時”れ巾咋　‐・〔‐‐‐）

9

(図 2)         平山軽(1卸 )

肺

は
審

既
曇

潜
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今

や

地

球

上

の

人

間

共

通

の

問

題

　

長

期

的

に

は

悲

観

的

予

想

が
多

く

な

は

合

意

し

て

い
る

と

思

う

。

人

日

の
　

　

っ
て

来

た

と

云

え
る

。

問

題

　

資

源

の

問

題

　

人

間

環

境

の
　

　

　

現

す

の

日
本

の
外

材

代

存

度

か

ら

問

題

　

は

床

保

持

の
問

題

を

か

ら

め

　

　

見

て

　

限

り

あ

る

資

源

故

何

に

か

は

の
盾

の
追

水

で
あ

る

と

思

つ
。
　

　

　

　

て

木

材

位

は

　

こ

の

辺

り

で
自

国

産

こ

れ

ら

を

一
指

し

て

左

右

さ

せ

る
　

　

の

活

用

で

間

に

合

う

よ

う

に
し

た

い

を

知

ら

さ

れ

て

い

る

時

代

も

な

い
だ
　

　

る

こ

と

も

偏

在

構

想

多

々

の
感

も

す

ろ

う

。

新

し

い
環

境

観

の
出

現

を

希

　

　

る
。

求

し

　

併

せ

て

新

し

い
健

康

観

を

棋

　

　

現

在

　

産

業

消

道

　

経

済

構

造

索

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
時

で

も

あ

　

政

治

構

造

は

　

意

縦

構

想

を

件

い
我

前

回

座

新

用

地

の
減

少

と

食

極

危

　

想

を

二

〇

〇

〇

年

代

へ
引

ｇ

つ
ぐ

よ

を

述

べ

た

と

思

う

が
　

食

堪

だ

け

で

　

　

，
進

ん

で

い
る

が

　

こ

れ

が

容

易

に

清めの雪に =書
二篭式の波_
審      雪~ 南
川 椿  運

た

め

に

は

　

益

々
都

合

と

国

合

の

本

い

が
　

大

手

な

こ

と

は

　

村

民

は

交

力

持

続

理

段

投

資

を

進

め

る

位

の
奈

拡

大

し

て

行

く

こ

と

を

忘

れ

を

い

こ

去

る

二

月

二

十

八

日

者

之

宮

神

社

め
の
言
は
　
九
在
術
門
　
取
正
　
遠

中
に
工
場
の
煙
突
が
は
っ
き
り
見

え

夢
拝
の
人
々
は
語
り
合
う
。
八
時
＋

か
ら
御
開
帳
が
あ
り
茶
典
が
行
わ
れ

の
墓
や
石
像
　
五
〇
〇
年
記
念
塔
が

海

い
て
見
え
る
。
業
の
言
盲
信
の
霊

ひ
っ
か
り
り
音
を
ひ
び
か
せ
た
霊
銀

昼
か
ら
下
の
広
場
で
記
念
式
鼻
が

数
の
皆
さ
ん
の
出
席

　
一
般
参
拝
各

の
工
申
寄
奥
が
あ
り
記
念
式
場
で
は

参
拝
代
表
の
技
拶
が
あ
り
　
吉
之
宮

藤
井
長
治
郎

（
邸
）
氏
に
工
〇
〇
■

終
っ
て
記
念
机
算
が
開
か
れ
　
南
方

物
話
り
を
紙
芝
唇
で
再
現
　
郷
土
芸

慎
に
酔
う
。
宴
閉
と
す
る
頃
　
チ
ョ

も
安
培

の
胸
を
な
で
お
ろ
し
鷲
会
を

梅
雨
時
季
の
六
月
頃
に
な
る
と
雨

天
の
場
合
は
外
で
立
ぺ
な
い
の
で

こ

（
ガ
ニ
）
と
し
た
も
の
だ
。
Ｔ
度

間
の
体
憩
時
間
に
例
の
鬼
ご
っ
こ
で

間
も
残
り
少
な
く
な

っ
た
こ
ろ
の
事

で
あ
る
。
す
校
合
か
ら
本
桜
合

へ
飛

び
移
る
際

　

（古
校
合
と
本
社
合
と

て
い
た
が
　
廊
下
の
所
は
中
八
十
細

い
て
　
間
は

一
人
が
漸
く
通
れ
る
位

よ

う
に

言

わ

れ

た
。

ど

う

指

示

し

て

先

生

は

授

業

に

熱

が

入

る

と

　

教

壇

技

合

に

つ

い

て

は

後

日

談

が

あ

る

変

っ
た
。

こ

の
埋

物

は

戦

後

ま

で

ぁ

焼

大

す

る

ま

で

芝

居

小

屋

や

製

茶

エ

（
三

年

生

～

四

年

生

前

十

）

イ
サ
オ
先
生

（川
の
回
出
身
）
が

と
思
う
。
先
生
に
は
貞
子

（河
野
）

と
い
う
妹
が
い
て
　
時
折
学
校
に
見

い
出
は

「
山
慨
大
夫
物
語
≡
に
出
て

く
る

「厨

子

工

と

安

寿

姫
」
姉

る

と

思

わ

す

胸

が

一
杯

に
な

っ
て

っ
て

物

静

か

に

な

る

か

ら

　

話

術

と

あ

る

時

は

ま

た

　

末

良

の
製

ネ

エ

し

み

と

さ

れ

る

草

が

あ

っ
た

が

　

そ

他

人

事

と

は

思

わ

れ

ず

　

世

の
中

に

か

，
　

　

　

　

　

　

　

　

つ
づ

く

誕
　
生

お
め
で
と
う

（届
出
母

帥生朗
一寺嘱尾出恒人義
一輸姉
一　
却月一十脚日　
一唯の瑚

ふ０
′ヽ

ヤヽ

・み
　
（御
栞
相
ｔ
祈
０
）

死一韓一中中一中層巾出」ホ拘一中『一　い中””中国一却中巾

」
ほ
ｒ
博
ｐ
世
Ｆ
Ｆ
市
Ｉ
　
　
　
　
永
保
彦
様
は
　
今
度
北
諸
県
慶
林
振

次
の
方

々
か
ら
　
ご
年
附
を

い
た
　
　
果
局
に
転
動
に
な
り
ま
し
た
が
　
在

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
社
を
申
し
あ

　

村
中
村
民
の
皆
様
に
お
世
話
に
な

っ

ご
岳
附
い
た
だ
き
ま
し
た
お
金
は
　
　
の
あ

っ
た
方
々
よ
り
の
儀
別
を
そ
の

香

典

返

し

　

　

　

　

　

　

　

ま
す
。

松
の
子
　
中
荘
幸
男
棟

（亡
父
福
古
　
　
　
　
　
諸
塚
村
社
会
福
祉
協
議
会

様
）
　

党
谷
　
東
付

ン
フ
リ
様

（せ
　
　
　
松
の
平
　
中
宗
幸
男
様

（亡
父
福

三
男
康
様
）
　

立
岩
　
黒
木
　
私
様

　

首
様
）
か
ら
弄
会
通
合
今
に
　
ご
章

（亡
父
豊
様
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
を
い
た
だ
さ
ま
し
た
。

謹
ん
で
抗
人
の
ご
冥
福
を
お
析
９
　
　
　
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

寄

　
　

附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。
諸
塚
村
キ
全
■
合
全


